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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年1月9日(2014.1.9)

【公開番号】特開2011-118893(P2011-118893A)
【公開日】平成23年6月16日(2011.6.16)
【年通号数】公開・登録公報2011-024
【出願番号】特願2010-256099(P2010-256099)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/28     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ  13/08     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/36     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  13/28    ３１０Ｃ
   Ｈ０４Ｌ  13/08    　　　　
   Ｇ０６Ｆ  13/36    ３２０Ａ
   Ｇ０６Ｆ  13/38    ３４０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ  13/42    ３５０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月18日(2013.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非同期ブリッジ及びアップサイジングに用いられ、ライトチャンネルデータをバッファ
リングするライトバッファと、バーストライト動作時に前記ライトバッファに入出力され
る前記ライトチャンネルデータに対するチャンネル圧縮を第１及び第２クロックによって
各々制御する第１及び第２非同期パッキング制御器と、を含む非同期パッカーと、
　前記非同期ブリッジ及びアップサイジングに用いられ、リードチャンネルデータをバッ
ファリングするリードバッファと、バーストリード動作時に前記リードバッファに入出力
される前記リードチャンネルデータに対するチャンネル圧縮を前記第１及び第２クロック
によって各々制御する第１及び第２非同期アンパッキング制御器と、を含む非同期アンパ
ッカーと、
　を具備することを特徴とする非同期統合アップサイジング回路。
【請求項２】
　前記ライトバッファはライトアドレスチャンネル、ライトデータチャンネル、及びライ
ト応答チャンネルに各々割り当てられたメモリで構成されることを特徴とする請求項１に
記載の非同期統合アップサイジング回路。
【請求項３】
　前記第１クロックが前記第２クロックの周波数よりも高い周波数である場合にはアップ
サイジングのレイテンシーが最適化されるようにバーストライト動作時にライトアドレス
チャンネルのリクエストを予め設定されたクロックサイクル数先行して実行することを特
徴とする請求項２に記載の非同期統合アップサイジング回路。
【請求項４】
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　前記第１クロックの周波数が前記第２クロックの周波数よりも低い場合にはアップサイ
ジングのバス活用性が最適化されるようにバーストライト動作時にライトアドレスチャン
ネルのリクエストを予め設定されたクロックサイクル数後行して実行することを特徴とす
る請求項２に記載の非同期統合アップサイジング回路。
【請求項５】
　前記メモリはファーストインファーストアウト（ＦＩＦＯ）メモリであることを特徴と
する請求項２に記載の非同期統合アップサイジング回路。
【請求項６】
　前記第１クロックはバスマスタクロックであり、前記第２クロックはアドバンストエク
ステンシブルインターフェース（ＡＸＩ）バスクロックであることを特徴とする請求項２
に記載の非同期統合アップサイジング回路。
【請求項７】
　前記バスマスタクロックはメモリコントローラから提供されるクロックであることを特
徴とする請求項６に記載の非同期統合アップサイジング回路。
【請求項８】
　前記非同期パッカーは前記ライトチャンネルデータに対する非同期パッキングを実行し
、前記非同期アンパッカーはリードチャンネルデータに対する非同期アンパッキングを実
行することを特徴とする請求項７に記載の非同期統合アップサイジング回路。
【請求項９】
　前記リードバッファは、各々リードアドレスチャンネル及びリードデータチャンネルに
割り当てられたメモリで構成されることを特徴とする請求項１に記載の非同期統合アップ
サイジング回路。
【請求項１０】
　前記メモリはファーストインファーストアウト（ＦＩＦＯ）メモリであることを特徴と
する請求項９に記載の非同期統合アップサイジング回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　前記の課題を解決するために、本発明の実施形態の一態様による非同期統合アップサイ
ジング回路は、非同期ブリッジ及びアップサイジングに用いられ、ライトチャンネルデー
タをバッファリングするライトバッファと、バーストライト動作時に前記ライトバッファ
に入出力される前記ライトチャンネルデータに対するチャンネル圧縮を第１及び第２クロ
ックによって各々制御する第１及び第２非同期パッキング制御器と、を含む非同期パッカ
ーと、前記非同期ブリッジ及びアップサイジングに用いられ、リードチャンネルデータを
バッファリングするリードバッファと、バーストリード動作時に前記リードバッファに入
出力される前記リードチャンネルデータに対するチャンネル圧縮を前記第１及び第２クロ
ックによって各々制御する第１及び第２非同期アンパッキング制御器と、を含む非同期ア
ンパッカーと、を具備する。
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